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わち, 平均変動曲線で偏角の最大は東偏で14度, 西偏で16度におよび,A.D.100年から440年まで (340
年間) 及び A.D.1160年から1800年まで(640年間) は東偏を示し,A.D.440年から1160年まで(720年





































500年周期で時針方向に回転する運動とを合成したような動き (- イポトロコイド運動) を示すことであ
る｡ この仮説は永年変化に関する Bulard以来の西方移動の通説をゆさぶる基本問題を提起しているが,
考古地磁気のデータは現今世界的にまだ乏しく球函数による解析をするまでに至っていないので, その成
否は今後の研究にまたねばならない｡ それはさておいても, 地磁気の永年変化に関する今後の研究方向に
重要な示唆を与えた点で価値は決して小さくない｡
参考論文のうち8編はすべて考古地磁気の研究に関するもので主論文の基礎をなしたものと見倣せる｡
また他の4編は申請者が古地磁気学, 岩石磁気学の分野におけるすぐれた学識と研究能力を持っているこ
とを示している｡
以上を要するに, 本論文の研究は古地磁気学, 特に考古地磁気の研究に重要な寄与をなしたものといえ
る｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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